
体罰等が繰り返されると、子どもの心身の成長・発達に様々な悪影響が生じる可能性があります。
しつけは、子どもの人格や才能等を伸ばし、自律した社会生活を送れるようにサポートしていくことです。
そのためには、体罰でなく、どうすればよいのかを言葉や見本を示すなど、本人が理解できる方法で伝え
る必要があります。

ポイント１　子どもの気持ちや考えに耳を傾けましょう
ポイント２　「言うことを聞かない」にもいろいろあります
　　　　　●保護者の気をひきたい、子どもなりに考えがある、言われていることを子どもが理解できて

ない、体調が悪いなど、さまざまです。
　　　　　●「いやだ」というのは、子どもの気持ちです。こうした感情を持つこと自体はいけないこと

ではありません。重要なことでない場合、今はそれ以上やり合わない……というのも一つで
す。

ポイント3　子どもの成長・発達によっても異なることがあります。
　　　　　●子どもの年齢や成長・発達の状況によって、できることとできないことがあります。また、

大人に言われていることが理解できないこともあります。
　　　　　●子ども自身が困難を抱えているときは、それに応じたケアを考え対応しましょう。
ポイント4　子どもの状況に応じて、身の回りの環境を整えてみましょう。
ポイント5　注意の方向を変えたり、子どものやる気に働きかけてみましょう。
　　　　　●子どもが好きなことや楽しく取り組めることなど、子どものやる気が増す方法を意識してみ

ましょう。
ポイント6　肯定文ではわかりやすく、時には一緒に、お手本に
　　　　　●「一緒におもちゃを片付けよう」と共に行ったり、やり方を示したり教えたり。
ポイント7　良いこと、できていることを具体的に褒めましょう
　　　　　●子どもの良い態度や行動を褒めることは、子どもにとって嬉しいだけでなく、自己肯定感を

育むことにもなります。結果だけでなく、頑張りを認めることや、今できていることに注目
して褒めることも大切です。

子どもが健やかに成長・発達するためには、体罰等に対する意識を一人ひとりが変えていかなくてはなりません。保護
者が孤立することなく、子どもが育ちやすい社会であるために、体罰等を容認しない、また子どもの成長に温かいまな
ざしを向け、社会全体で子育てをしていける世の中になるよう願いをこめて。
【参考文献】体罰等によらない子育てを広げよう/厚生労働省
HP：https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/taibatu.html

こどもの新型コロナウイルス感染症に関するQ＆A
Q. こどもはどこで感染するんですか？
A. 家庭内感染（特に親から）が圧倒的に多く、学校や幼稚園・保育園では職員など大人から持ち込まれた

ケースがほとんどです。2020年７月から10月までのクラスター発生件数は1761件で、その中で学校施
設は61施設と社会全体からすると少なく、こどもは感染源になりにくいとされています。

Q. こどもが感染するとどんな症状がでますか？
A. こどもは大人に比べて感染しにくく、重症化することは稀です。発症したときの症状は、発熱や、かわいた

咳、倦怠感が多く、鼻水や鼻閉は少ないようです。しかし、２歳未満の乳児は、重症化することもあります
ので注意が必要です。

Q. 感染の予防はどうしたらいいですか？
A.大人と同様で、
　●マスクの着用　●「３密」を避ける　●手洗いをこまめに行う。
２歳未満の乳幼児では、以下の理由でマスクはやめましょう。
　●気道（空気の通り道）が狭いので、呼吸が苦しくなる
　●おう吐したときに窒息のリスクが高まる
　●熱がこもり熱中症のリスクが高まる
　●顔色や口唇色、表情の変化など、体調異変の気づきが遅れるなど

Q. 病院での感染が怖いので、乳幼児健診や予防接種は遅らせたほうが良いでしょうか？
A. 健診の目的は年齢ごとに起こりやすい病気や問題を早めに見つけて治療に結び付けることです。こども

にとっては新型コロナウイルスと同等あるいはそれ以上にもっと怖い感染症がたくさんあります。これらの
感染症を防ぐためには早期に予防接種を受けることが重要です。病気の予防や早期発見のため、決め
られた時期にしっかり受診しましょう。

Q. 学校や幼稚園・保育園には通学・通園しないほうが良いでしょうか？
A. こどもが感染源になることは少なく、学校閉鎖による心身におよぼす影響のほうが問題です。学校の閉

鎖によって、抑うつの傾向が増えたり、育児のために自宅に引き籠るようになって、ストレスが高まること
から家庭内暴力や子ども虐待のリスクが増すことも危惧されています。無理に休ませる必要はありませ
んので、こどもの健康状態や周りの感染状況をみながら通学・通園を決めましょう。

Q. 新型コロナウイルスワクチンのこどもへの接種について教えてください。
A.　こどもへの接種経験は少なく、有効性、安全性はまだ確立されていません。今のところ接種の対象は

16歳以上で、こどもへの接種は現在検討中です。

発熱などのある方は、必ず受診前に、かかりつけ医等に電話で相談し、適切な感染予防対策がとられた環
境で安心して受診できるように、医療機関の指示に従ってください。
または、長崎県受診・相談センター（TEL0120-409-745）県内保健所にまずはご相談を。

家庭や社会の中で身近に起こっているできごとを見ながら、
「子どもや子育てのこと」を考えていきます。

～今回は、「体罰」について～

子どもとのかかわり方の工夫ポイント
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